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指
導
計
画
案 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

１ １ 

  

２ 

    

指
導
上
の
重
点
目
標 

［
絶
句―

四
季
］ 

【
春
暁
】 

こ
の
詩
に
お
け
る
自
然
に

対
す
る
愛
情
を
理
解
さ
せ

る
。 

簡
潔
な
漢
詩
を
正
し
く
音

読
・
読
解
で
き
る
よ
う
に
さ

せ
る
。 

漢
詩
の
基
礎
知
識
と
唐
詩

の
特
質
を
理
解
さ
せ
る
。 

 

展
開 

導
入 

 

学
習
活
動
と
指
導
上
の
留
意
点 

 

① ② 

 
③ 

 

④ 

 

⑤ ⑥ ⑦ ① 

 

② 

【
春
暁
】 

詩
の
黙
読
。
そ
の
後
、
範
読
を
聞
く
。 

一
斉
読
み
。
そ
の
後
、
指
名
に
よ
っ
て
音
読
す
る
。 

五
言
詩
の
リ
ズ
ム
「
○
○
＋
○
○
○
」
を
指
摘
す
る
。 

詩
の
書
き
下
し
文
を
完
成
さ
せ
る
。
知
技 

指
名
に
よ
っ
て
板
書
さ
せ
て
も
よ
い
。
板
書
さ
せ
た
も
の
は
き
ち
ん
と
評
価
し
、
誤
り
が
あ
れ
ば
添
削
し
て
完
成
さ
せ
る
。 

正
確
に
現
代
語
訳
す
る
。
知
技
〔「
言
葉
と
表
現
」
１
〕 

詩
の
表
現
の
意
味
・
内
容
が
伝
わ
る
よ
う
な
現
代
語
訳
を
工
夫
さ
せ
る
。 

詩
の
場
面
展
開
を
整
理
す
る
。 

優
れ
た
表
現
を
指
摘
し
、
第
四
句
を
中
心
に
作
者
の
心
情
を
考
え
る
。 

詩
形
・
押
韻
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
〔「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１
〕 

押
韻
等
、
ま
だ
分
か
り
に
く
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
段
階
で
は
、
指
導
者
の
側
で
説
明
し
て
も
よ
い
。 

漢
詩
の
決
ま
り
に
つ
い
て
、
理
解
す
る
。 

「
漢
詩
の
手
引
き
」（
Ｐ
一
五
六
〜
一
五
七
）
を
用
い
る
な
ど
し
て
、
簡
潔
に
説
明
す
る
。 

唐
代
の
文
化
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
を
発
表
す
る
。
そ
の
後
、
指
導
者
の
説
明
を
聞
く
。 

小
・
中
学
校
で
学
習
し
た
知
識
を
発
表
さ
せ
る
。
指
導
者
は
唐
詩
が
唐
代
文
化
の
精
華
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
。 
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１ 

          

１ 

【
江
南
春
】 

こ
の
詩
に
お
け
る
自
然
と

人
間
と
の
か
か
わ
り
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
る
。 

       

【
秋
風
引
】 

こ
の
詩
の
自
然
に
対
す
る

繊
細
な
感
覚
を
理
解
さ
せ

る
。 

展
開 

 

① ② 

 

③ ④ ⑤ ⑥ 

 

⑦ 

  

① ② ③ ④ 

  

⑤ ⑥ 

 

⑦ 

【
江
南
春
】 

詩
の
黙
読
。
そ
の
後
、
範
読
を
聞
く
。 

一
斉
読
み
。
そ
の
後
、
指
名
に
よ
っ
て
音
読
す
る
。 

七
言
詩
の
リ
ズ
ム
「
〇
〇
＋
〇
〇
＋
〇
〇
〇
」
を
指
摘
す
る
。 

詩
の
書
き
下
し
文
を
完
成
さ
せ
る
。
知
技 

正
確
に
現
代
語
訳
す
る
。 

前
半
の
叙
景
の
美
し
さ
に
つ
い
て
理
解
す
る
。 

後
半
の
転
調
の
大
胆
さ
に
つ
い
て
理
解
し
、
情
景
に
つ
い
て
討
論
す
る
。 

情
景
の
展
開
を
事
実
と
見
る
か
、
幻
想
と
見
る
か
、
自
由
に
意
見
交
換
さ
せ
る
。 

詩
形
・
押
韻
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
〔「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１
〕 

 

【
秋
風
引
】 

詩
の
黙
読
。
そ
の
後
、
範
読
を
聞
く
。 

一
斉
読
み
。
そ
の
後
、
指
名
に
よ
っ
て
音
読
す
る
。 

詩
の
書
き
下
し
文
を
完
成
さ
せ
る
。
知
技 

正
確
に
現
代
語
訳
す
る
。 

疑
問
形
な
ど
の
句
法
、
擬
音
語
な
ど
に
注
意
さ
せ
、
漢
和
辞
典
を
引
い
て
現
代
語
訳
を
作
ら
せ
る
。
漢
和
辞
典
で
調
べ
る
語
を
指
定

し
て
も
よ
い
。
擬
音
語
「
蕭
蕭
」
等
。 

「
入
庭
樹
」
の
主
語
に
つ
い
て
考
え
る
。 

「
孤
客
最
先
聞
」
の
理
由
に
つ
い
て
考
え
る
。 

多
様
な
答
え
が
あ
り
得
る
の
で
、
自
由
に
討
論
さ
せ
た
い
。 

詩
形
・
押
韻
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
〔「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１
〕 
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１ 

      

 

【
江
雪
】 

こ
の
詩
に
お
け
る
、
自
然
と

人
間
に
対
す
る
厳
し
い
認

識
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
。 

 

ま
と
め 

展
開 

① 

      

〇 〇 

 

① ② ③ ④ ⑤ 

 

⑥ 

  

⑦ ⑧ 

［
四
季
］
の
詩
に
つ
い
て
、
ま
と
め
の
学
習
活
動
を
行
う
。
思
判
表 

主
態
〔「
言
語
活
動
」
１
〕 

ア…

季
節
の
景
物
と
心
情
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
理
解
す
る
。 

四
首
の
詩
に
つ
い
て
、
そ
の
詩
の
中
で
象
徴
的
な
景
物
の
表
現
を
抜
き
出
し
、
そ
の
表
現
が
呼
び
起
こ
す
心
情
や
表
現
相
互
の
関
係

に
つ
い
て
説
明
す
る
。 

イ…

複
数
の
心
情
に
よ
っ
て
詩
が
構
成
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
、
理
解
す
る
。 

詩
の
中
心
と
な
る
心
情
と
、
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
の
、
詩
の
世
界
を
構
成
す
る
に
は
不
可
欠
の
心
情
に
注
意
さ
せ
る
。 

 

テ
ス
ト
を
実
施
す
る
。 

語
句
・
句
形
問
題
を
実
施
す
る
。 

【
江
雪
】 

詩
の
黙
読
。
そ
の
後
、
範
読
を
聞
く
。 

一
斉
読
み
。
そ
の
後
、
指
名
に
よ
っ
て
音
読
す
る
。 

詩
の
書
き
下
し
文
を
完
成
さ
せ
る
。
知
技 

正
確
に
現
代
語
訳
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
も
理
解
す
る
。
そ
の
際
、
第
三
句
の
表
現
効
果
に
注
意
す
る
。 

作
者
と
、
こ
の
詩
の
成
立
の
背
景
に
つ
い
て
理
解
す
る
。 

指
導
者
は
簡
潔
に
説
明
す
る
。 

対
句
表
現
に
つ
い
て
理
解
す
る
。 

絶
句
形
式
に
は
対
句
は
必
要
で
は
な
い
が
、
こ
の
詩
で
は
厳
し
い
自
然
の
情
景
を
重
厚
に
描
く
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理

解
さ
せ
る
。 

第
四
句
を
中
心
に
、
作
者
が
雪
景
色
か
ら
感
じ
た
も
の
を
考
え
る
。 

詩
形
・
押
韻
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
〔「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１
〕 



明治書院「精選 言語文化」指導資料 R4 

漢文編 単元 3 指導計画案●4 

d_03_00_03_tangen_sidou 

  
 

  

１ 

［
絶
句―

送
別
］ 

【
送
元
二
使
安
西
】 

こ
の
詩
に
お
け
る
美
意
識

と
、
友
人
へ
の
態
度
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
る
。 

展
開 

 

① 

  

② ③ ④ ⑤ ⑥ 

 

⑦ 

 

⑧ 

 
⑨ 

【
送
元
二
使
安
西
】 

詩
の
黙
読
。
そ
の
後
、
範
読
を
聞
く
。
そ
の
際
、
句
中
の
切
れ
目
に
注
意
す
る
。 

「
陽
関
三
畳
」
と
い
わ
れ
る
名
編
な
の
で
、
気
を
つ
け
て
範
読
す
る
。
そ
れ
に
な
ら
っ
て
、
第
三
句
を
三
回
繰
り
返
す
等
し
て
も
よ

い
。 

一
斉
読
み
。
そ
の
後
、
指
名
に
よ
っ
て
音
読
す
る
。 

詩
の
書
き
下
し
文
を
完
成
さ
せ
る
。
知
技 

正
確
に
現
代
語
訳
す
る
。〔「
言
葉
と
表
現
」
１
〕 

第
一
句
か
ら
想
起
さ
れ
る
情
景
を
理
解
す
る
。 

第
二
句
の
表
現
の
特
徴
を
理
解
す
る
。 

表
現
の
巧
み
さ
の
み
で
な
く
、
柳
の
若
葉
の
揺
れ
る
さ
ま
を
捉
え
る
美
意
識
の
高
さ
に
も
注
目
さ
せ
る
。 

前
半
に
対
し
て
、
後
半
が
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
か
を
理
解
す
る
。〔「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１
〕 

前
半
の
叙
景
、
後
半
の
語
り
か
け
、
そ
の
二
つ
を
対
比
し
て
明
示
す
る
。 

詩
中
の
地
名
を
地
図
上
で
確
認
し
、
作
者
の
思
い
を
理
解
す
る
。 

遣
唐
使
の
旅
の
困
難
さ
、
シ
ル
ク
・
ロ
ー
ド
の
旅
の
危
険
さ
等
、
例
と
し
て
出
す
と
よ
い
。 

詩
形
・
押
韻
に
つ
い
て
確
認
す
る
。 
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１ 

               

１ 

  

２ 

【
勧
酒
】 

こ
の
詩
の
、
友
人
に
対
す
る

細
や
か
な
思
い
を
理
解
さ

せ
る
。 

           

［
絶
句―

望
郷
］ 

【
涼
州
詞
】 

七
言
絶
句
の
特
徴
を
理
解

し
、
正
確
に
音
読
で
き
る
よ

う
に
さ
せ
る
。 

こ
の
詩
に
お
け
る
流
麗
な

美
し
さ
と
、
兵
士
の
思
い
を

理
解
さ
せ
る
。 

展
開 

 

① ② ③ 

  

④ ⑤ 

 

⑥ 

 

⑦ 

 

⑧ 

   

① ② ③ ④ 

 

⑤ 

 

⑥ ⑦ 

【
勧
酒
】 

詩
の
黙
読
。
そ
の
後
、
範
読
を
聞
く
。 

一
斉
読
み
。
そ
の
後
、
指
名
に
よ
っ
て
音
読
す
る
。 

詩
の
書
き
下
し
文
を
完
成
さ
せ
る
。
知
技 

重
要
語
句
、
難
解
な
表
現
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
プ
リ
ン
ト
を
作
っ
て
お
き
、
そ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
語
を
漢
和
辞
典
で
引

か
せ
る
等
工
夫
す
る
。 

正
確
に
現
代
語
訳
す
る
。〔「
言
葉
と
表
現
」
１
〕 

華
や
か
な
感
じ
の
言
葉
、
悲
し
い
感
じ
の
言
葉
を
指
摘
し
、
詩
の
流
れ
を
考
え
る
。 

前
半
の
華
や
か
さ
と
後
半
の
悲
哀
感
へ
の
移
行
を
、
板
書
等
を
利
用
し
て
明
示
す
る
。 

友
人
に
対
す
る
思
い
が
ど
う
表
現
さ
れ
て
い
る
か
考
え
る
。〔「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１
〕 

「
不
須
辞
」
と
い
う
無
理
強
い
と
、
「
足
二

別
離
一

」
と
い
う
悲
哀
感
と
の
対
応
を
、
板
書
等
に
よ
っ
て
明
示
す
る
。 

全
員
に
訳
詩
を
作
ら
せ
、
数
名
が
発
表
す
る
。 

現
代
語
訳
で
も
よ
い
。
参
考
と
し
て
あ
げ
て
い
る
井
伏
鱒
二
の
訳
を
紹
介
す
る
と
よ
い
。 

詩
形
・
押
韻
に
つ
い
て
確
認
す
る
。 

  

【
涼
州
詞
】 

詩
の
黙
読
。
そ
の
後
、
範
読
を
聞
く
。 

一
斉
読
み
。
そ
の
後
、
指
名
に
よ
っ
て
音
読
す
る
。 

詩
の
書
き
下
し
文
を
完
成
さ
せ
る
。
知
技 

正
確
に
現
代
語
訳
す
る
。〔「
言
葉
と
表
現
」
１
〕 

正
確
な
現
代
語
訳
を
す
る
た
め
に
、
「
莫
ㇾ
笑
」「
幾
人
回
」
に
注
意
さ
せ
る
。 

第
一
・
二
句
に
つ
い
て
、
そ
の
華
麗
な
イ
メ
ー
ジ
を
理
解
す
る
。〔「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１
〕 

全
体
に
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
華
麗
な
名
詞
が
並
ん
で
い
る
こ
と
に
注
意
さ
せ
る
。 

第
三
・
四
句
に
つ
い
て
、
転
調
の
様
子
を
理
解
す
る
。〔「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１
〕 

詩
形
・
押
韻
に
つ
い
て
確
認
す
る
。 



明治書院「精選 言語文化」指導資料 R4 

漢文編 単元 3 指導計画案●6 

d_03_00_03_tangen_sidou 

     

     

  
１ 

 

【
静
夜
思
】 

こ
の
詩
の
、
月
を
見
て
望
郷

の
思
い
を
書
き
た
て
ら
れ

た
心
情
を
理
解
さ
せ
る
。 

ま
と
め 

展
開 

① 

       

〇 〇 ① ② ③ ④ ⑤ 

 

⑥ 

［
送
別
］［
望
郷
］
の
詩
に
つ
い
て
、
ま
と
め
の
学
習
活
動
を
行
う
。
思
判
表 

主
態
〔「
言
語
活
動
」
１
〕 

 

ア
送
別
の
二
首
に
見
え
る
「
君
」
が
誰
を
指
す
か
に
注
意
す
る
。 

 

イ
「
涼
州
詞
」
の
「
君
」
が
誰
を
指
す
か
、
詩
の
読
者
を
想
定
し
な
が
ら
、
考
え
る
。 

 

ウ
「
静
夜
思
」
に
お
け
る
月
光
が
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
て
い
る
か
を
考
え
る
。 

 

ア
ど
ち
ら
の
「
君
」
も
こ
れ
か
ら
旅
立
つ
友
人
を
指
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。
イ
「
君
」
は
、
こ
の
詩
が
誰
に
向
け
て
書
か

れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
解
釈
が
異
な
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。
ウ
漢
詩
に
お
い
て
は
、
古
く
か
ら
、
月
が
離
れ
た
土
地
に
い
る
人
同

士
の
思
い
を
つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。 

 

テ
ス
ト
を
実
施
す
る
。 

語
句
・
句
形
問
題
を
実
施
す
る
。 

詩
の
黙
読
。
そ
の
後
、
範
読
を
聞
く
。 

一
斉
読
み
。
そ
の
後
、
指
名
に
よ
っ
て
音
読
す
る
。 

詩
の
書
き
下
し
文
を
完
成
さ
せ
る
。
知
技 

正
確
に
現
代
語
訳
す
る
。 

作
者
の
い
る
具
体
的
な
状
況
を
想
像
し
て
み
る
。 

望
郷
の
詩
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。 

詩
形
・
押
韻
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
〔「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１
〕 
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１ 

［
律
詩
］ 

【
春
望
】 

こ
の
詩
に
お
け
る
、
深
い
家

族
愛
と
社
会
意
識
を
理
解

し
、
漢
詩
の
表
現
力
の
高
さ

を
理
解
さ
せ
る
。 

展
開 

① ② ③ ④ ⑤ 

 

⑥ 

 

⑦ 

 

⑧ ⑨ 

詩
の
黙
読
。
そ
の
後
、
範
読
を
聞
く
。 

一
斉
読
み
。
そ
の
後
、
指
名
に
よ
っ
て
音
読
す
る
。
そ
の
際
、
対
句
に
注
意
す
る
。 

詩
の
書
き
下
し
文
を
完
成
さ
せ
る
。
知
技 

正
確
に
現
代
語
訳
す
る
。 

作
者
と
、
こ
の
詩
の
成
立
の
背
景
に
つ
い
て
説
明
す
る
。 

指
導
者
は
簡
潔
に
説
明
す
る
。 

対
句
表
現
を
指
摘
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
句
の
表
現
上
の
特
徴
、
用
語
の
特
徴
を
指
摘
す
る
。〔「
言
葉
と
表
現
」
１
〕 

対
句
に
つ
い
て
、
必
要
な
説
明
を
行
う
。 

全
体
の
展
開
を
理
解
し
、
作
者
の
家
族
へ
の
思
い
、
社
会
・
国
家
へ
の
思
い
を
理
解
す
る
。 

家
族
へ
の
思
い
を
述
べ
た
表
現
、
社
会
へ
の
思
い
を
述
べ
た
表
現
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
さ
せ
る
。 

作
品
の
優
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
日
本
文
学
へ
の
影
響
な
ど
を
調
べ
、
討
論
す
る
。
知
技 

詩
形
・
押
韻
に
つ
い
て
確
認
す
る
。 
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１ 

 

【
八
月
十
五
日
夜
、
禁
中
独

直
、
対
月
憶
元
九
】 

こ
の
詩
に
お
け
る
、
友
人
に

対
す
る
心
情
の
深
さ
を
理

解
さ
せ
る
。 

ま
と
め 

展
開 

① 

       

〇 〇 

 

① ② ③ ④ 

 

⑤ 

 

⑥ 

 

⑦ 

 

⑧ 

［
律
詩
］
の
詩
に
つ
い
て
、
ま
と
め
の
学
習
活
動
を
行
う
。 

知
技 

思
判
表 

主
態
〔「
言
語
活
動
」
１
〕 

ア
「
春
望
」
を
書
い
た
当
時
の
杜
甫
の
境
遇
と
時
代
背
景
を
調
べ
る
。 

イ
「
八
月
十
五
日
夜…

」
を
書
い
た
当
時
の
白
居
易
と
元
稹
の
境
遇
と
時
代
背
景
を
調
べ
る
。 

ウ
詩
と
時
代
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
杜
甫
と
白
居
易
の
共
通
点
と
相
違
点
に
つ
い
て
考
え
る
。 

ア
八
世
紀
の
中
国
の
状
況
と
、
安
禄
山
の
乱
と
こ
の
詩
の
関
係
に
注
意
さ
せ
る
。
イ
白
居
易
と
元
稹
は
科
挙
に
よ
る
新
興
官
僚
と
し

て
官
位
を
上
昇
さ
せ
つ
つ
、
権
臣
や
宦
官
と
の
軋
轢
も
あ
り
、
そ
れ
が
元
稹
の
左
遷
を
招
い
た
こ
と
に
注
意
さ
せ
る
。
ウ
杜
甫
と
白

居
易
の
官
僚
と
し
て
の
あ
り
か
た
の
違
い
を
ま
ず
把
握
さ
せ
、
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
の
時
代
の
変
化
に
も
気
づ
か
せ
る
。 

 

 

テ
ス
ト
を
実
施
す
る
。 

語
句
・
句
形
問
題
を
実
施
す
る
。 

【
八
月
十
五
日
夜
、
禁
中
独
直
、
対
月
憶
元
九
】 

詩
の
黙
読
。
そ
の
後
、
範
読
を
聞
く
。 

一
斉
読
み
。
そ
の
後
、
指
名
に
よ
っ
て
音
読
す
る
。
そ
の
際
、
対
句
に
注
意
す
る
。 

詩
の
書
き
下
し
文
を
完
成
さ
せ
る
。
知
技 

正
確
に
現
代
語
訳
す
る
。 

「
三
五
夜
」
と
い
う
掛
け
算
の
表
現
、「
新
月
」「
故
人
」
な
ど
現
代
語
と
違
う
用
法
の
語
な
ど
に
注
意
さ
せ
る
。 

作
者
と
、
こ
の
詩
の
成
立
の
背
景
に
つ
い
て
説
明
す
る
。 

指
導
者
は
簡
潔
に
説
明
す
る
。 

対
句
表
現
を
指
摘
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
句
の
表
現
上
の
特
徴
を
理
解
す
る
。〔「
言
葉
と
表
現
」
１
〕 

き
わ
め
て
緊
密
な
対
句
表
現
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特
色
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
せ
る
。 

全
体
の
流
れ
か
ら
、
作
者
の
友
情
の
深
さ
が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
を
理
解
す
る
。 

共
に
月
を
見
て
い
る
に
違
い
な
い
と
い
う
思
い
と
、
友
の
身
に
対
す
る
不
安
と
が
交
錯
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
せ
る
。 

詩
形
・
押
韻
・
対
句
に
つ
い
て
確
認
す
る
。 
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１ 

 

２ 

［
日
本
漢
詩
］ 

【
富
士
山
】 

日
本
漢
詩
文
の
歴
史
を
理

解
さ
せ
る
。 

こ
の
詩
の
、
比
喩
表
現
に
よ

る
情
景
描
写
の
特
徴
を
考

察
さ
せ
る
。 

展
開 

 

① 

 

② ③ ④ ⑤ ⑥ 

  

⑦ 

【
富
士
山
】 

日
本
漢
詩
文
の
歴
史
を
理
解
す
る
。
知
技 

日
本
漢
詩
文
を
通
史
的
に
確
認
す
る
。
中
国
と
の
関
係
も
補
足
説
明
す
る
。 

詩
の
黙
読
。
そ
の
後
、
範
読
を
聞
く
。 

一
斉
読
み
。
そ
の
後
、
指
名
に
よ
っ
て
音
読
す
る
。 

詩
の
書
き
下
し
文
を
完
成
さ
せ
る
。
知
技 

正
確
に
現
代
語
訳
す
る
。 

富
士
山
の
情
景
を
、
比
喩
を
使
っ
て
ど
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
か
考
察
す
る
。〔「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１
、「
言
語
活
動
」
１
〕 

江
戸
時
代
の
漢
詩
人
が
抱
い
た
富
士
山
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
現
代
に
お
い
て
我
々
が
抱
く
イ
メ
ー
ジ
と
の
相
違
点
と
共
通
点
が
的
確
に

把
握
で
き
る
よ
う
に
、
指
導
者
が
補
足
説
明
を
す
る
。 

詩
形
・
押
韻
に
つ
い
て
確
認
す
る
。 
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１ 

 

【
烏
児
塞
宮
】 

こ
の
詩
の
、
漢
詩
で
、
西
洋

の
建
築
物
を
表
現
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る

特
徴
を
考
察
さ
せ
る
。 

ま
と
め 

展
開 

① 

    

〇 〇 

 

① 

 

② ③ ④ ⑤ ⑥ 

 

⑦ 

 

⑧ 

 

⑨ 

［
日
本
漢
詩
］
の
詩
に
つ
い
て
、
ま
と
め
の
学
習
活
動
を
行
う
。
知
技 

思
判
表 

主
態
〔「
言
語
活
動
」
１
〕 

ア
漢
詩
の
表
現
を
日
本
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
す
る
工
夫
に
つ
い
て
考
え
る
。 

イ
漢
詩
の
表
現
を
西
洋
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
す
る
工
夫
に
つ
い
て
考
え
る
。 

ウ
同
時
に
、
漢
詩
と
し
て
の
普
遍
的
な
表
現
が
ど
ち
ら
の
詩
に
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。 

 テ
ス
ト
を
実
施
す
る
。 

語
句
・
句
形
問
題
を
実
施
す
る
。 

【
烏
児
塞
宮
】 

作
詩
の
背
景
に
つ
い
て
確
認
す
る
。 

「
作
者
」「
出
典
」
等
を
参
照
す
る
。 

詩
の
黙
読
。
そ
の
後
、
範
読
を
聞
く
。 

一
斉
読
み
。
そ
の
後
、
指
名
に
よ
っ
て
音
読
す
る
。 

詩
の
書
き
下
し
文
を
完
成
さ
せ
る
。
知
技 

正
確
に
現
代
語
訳
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
も
理
解
す
る
。 

「
鳳
輦
」「
淑
姫
」「
錦
帳
」
が
漢
文
で
は
何
を
連
想
さ
せ
る
か
、
考
え
る
。〔「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１
〕 

漢
和
辞
典
を
使
っ
て
語
彙
を
調
べ
さ
せ
る
。 

西
洋
的
な
要
素
が
こ
の
詩
に
見
ら
れ
る
か
、
見
ら
れ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
、
考
え
る
。〔「
言
語

活
動
」
１
〕 

詩
の
主
題
と
な
る
感
情
（
感
慨
）
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
考
え
る
。
〔「
言
葉
と
表
現
」
１
〕 

懐
古
や
詠
史
を
主
題
と
す
る
文
学
作
品
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。 

詩
形
・
押
韻
に
つ
い
て
確
認
す
る
。 
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１ 

  

２ 

【
雑
説
】 

諷
喩
で
書
か
れ
て
い
る
点

に
注
意
し
て
内
容
を
理
解

さ
せ
る
。 

作
者
の
主
張
を
考
察
さ
せ

る
。 

ま
と
め 

展
開 

導
入 

① 

  

〇 〇 ① 

 

② 

 

③ ④ 

 

⑤ ⑥ 

 

⑦ 

 

⑧ ① 

作
者
は
「
伯
楽
」
や
「
千
里
馬
」
の
話
に
例
え
て
何
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
か
話
し
合
う
。
思
判
表 

主
態
〔「
言
語
活
動
」
１
〕 

誰
を
、
何
を
批
判
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
考
え
さ
せ
る
。
導
入
で
触
れ
た
彼
の
境
遇
な
ど
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
よ
い
。 

 テ
ス
ト
を
実
施
す
る
。 

語
句
・
句
形
問
題
を
実
施
す
る
。 

韓
愈
に
つ
い
て
理
解
す
る
。 

「
作
者
」「
出
典
」
を
参
照
す
る
。 

「
雑
説
」
の
構
成
と
主
張
を
理
解
す
る
。 

世
の
中
の
現
状
に
対
す
る
作
者
の
主
張
・
憤
懣
・
感
慨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。 

範
読
を
聞
い
て
、
音
読
す
る
。 

正
確
な
現
代
語
訳
を
も
と
に
、
要
旨
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
発
表
す
る
。 

予
習
の
段
階
で
書
き
下
し
文
を
書
か
せ
、
授
業
で
そ
の
疑
問
点
を
確
認
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
。 

否
定
形
・
限
定
形
・
受
身
形
・
反
語
形
・
詠
嘆
形
・
疑
問
形
を
理
解
す
る
。
知
技 

「
天
下
無
馬
。」
の
「
馬
」
は
ど
の
よ
う
な
馬
の
こ
と
か
考
え
る
。 

文
脈
か
ら
考
え
さ
せ
、
一
、
二
名
に
指
名
す
る
。 

「
伯
楽
」「
千
里
馬
」「
奴
隷
人
」「
常
馬
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
を
例
え
て
い
る
か
を
考
え
る
。 

諷
喩
文
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
全
体
を
読
解
し
直
し
、
そ
れ
ぞ
れ
何
に
例
え
て
い
る
か
を
考
え
さ
せ
る
。 

本
文
の
構
成
を
図
に
ま
と
め
る
。
思
判
表
〔「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１ 

中
国
の
散
文
の
特
徴
に
つ
い
て
理
解
す
る
。 

「
雑
説
」
は
、
唐
代
の
古
文
復
興
運
動
を
代
表
す
る
優
れ
た
散
文
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。 
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１ 

 

２ 

 

３ 

【
春
夜
宴
桃
李
園
序
】 

対
句
の
妙
を
味
わ
い
、
理
解

さ
せ
る
。 

本
文
に
現
れ
た
李
白
の
人

生
観
を
理
解
さ
せ
る
。 

『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
冒
頭

部
分
を
比
較
読
み
さ
せ
る
。 

ま
と
め 

展
開 

① 

  
〇 〇 ① 

  

② 

 

③ 

  

④ 

松
尾
芭
蕉
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
冒
頭
部
分
と
比
較
し
て
、
気
づ
い
た
こ
と
を
発
表
す
る
。
知
技 

思
判
表 

主
態
〔「
言
語
活
動
」

１
〕 

 テ
ス
ト
を
実
施
す
る
。 

語
句
・
句
形
問
題
を
実
施
す
る
。 

範
読
に
従
っ
て
繰
り
返
し
音
読
す
る
。 

指
導
者
の
範
読
、
指
名
読
み
を
繰
り
返
し
て
、
読
め
な
い
漢
字
な
ど
を
確
認
さ
せ
る
。
ま
た
、
音
読
に
よ
っ
て
文
章
の
リ
ズ
ム
を
味

わ
わ
せ
る
。 

一
文
ず
つ
解
釈
し
て
い
く
。
知
技 

予
習
の
段
階
で
書
き
下
し
文
を
書
か
せ
、
授
業
で
そ
の
疑
問
点
を
確
認
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
。 

四
字
句
・
六
字
句
を
摘
出
さ
せ
、
そ
の
布
置
配
列
を
検
討
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
表
現
効
果
を
見
せ
て
い
る
か
を
考
え
る
。 

思
判
表
〔「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１
〕 

四
六
体
の
修
辞
に
つ
い
て
、
そ
の
斉
整
美
や
音
調
美
を
、
他
の
例
を
あ
げ
て
補
説
す
る
。 

「
浮
生
若
夢
」
と
断
じ
た
李
白
は
、
そ
の
悲
し
み
を
払
拭
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
よ
う
と
す
る
の
か
を
考
え
る
。 

快
楽
と
し
て
、
景
色
の
美
・
肉
親
と
の
歓
談
・
美
酒
等
と
共
に
、
詩
作
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
せ
る
。 
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１ 

  

２ 

 

３ 

【
名
月―

―

八
月
の
詩
】 

漢
詩
文
の
表
現
の
特
色
に

つ
い
て
学
び
、
漢
詩
文
に
親

し
む
。 

月
に
関
す
る
文
学
作
品
を

調
べ
る
。 

漢
詩
（
漢
文
）
と
和
歌
（
古

文
）
に
お
け
る
、
月
の
描
か

れ
方
や
作
品
の
背
景
に
つ

い
て
、
共
通
点
と
相
違
点
を

考
え
る
。 

ま
と
め 

展
開 

 

導
入 

〇 ① 

    

② 

 

① 

テ
ス
ト
を
実
施
す
る
。 

月
を
見
て
遠
く
離
れ
た
人
や
場
所
を
思
う
文
学
作
品
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
、
調
べ
る
。
知
技 

思
判
表
〔
「
学
習
の
ポ

イ
ン
ト
」
１
〕 

百
人
一
首
か
ら
月
の
出
て
く
る
歌
を
取
り
上
げ
さ
せ
て
、
こ
の
問
い
に
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か
を
考
え
さ
せ
て
も
よ
い
。
漢
詩
や
和

歌
な
ど
の
伝
統
的
な
文
学
作
品
に
限
定
せ
ず
、
生
徒
に
馴
染
み
の
あ
る
ラ
ノ
ベ
や
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
、
映
画
、
ド
ラ
マ
の
シ
ー
ン
な

ど
を
広
く
自
由
に
紹
介
さ
せ
て
も
よ
い
。 

漢
詩
（
漢
文
）
と
和
歌
（
古
文
）
で
、
月
の
描
か
れ
方
や
作
品
の
背
景
に
ど
の
よ
う
な
共
通
点
と
相
違
点
が
あ
る
か
、
五
六
ペ
ー
ジ

「
単
元
の
言
語
活
動
３
」
も
参
考
に
し
て
、
比
較
す
る
。
知
技 

思
判
表 

主
態
〔「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
２
〕 

月
に
対
す
る
見
方
、
作
者
の
社
会
生
活
、
両
国
の
地
理
感
覚
と
自
然
環
境
の
違
い
な
ど
に
目
を
向
け
さ
せ
る
。 

作
品
全
体
を
通
読
す
る
。 
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１ 

 

２ 

【
単
元
の
言
語
活
動
４ 

 

漢
詩
漢
文
の
表
現
の
特
徴

を
つ
か
む
】 

漢
詩
文
の
表
現
の
特
色
に

つ
い
て
ま
と
め
さ
せ
る
。 

漢
詩
文
の
日
本
語
・
日
本
文

学
へ
の
影
響
を
考
察
さ
せ

る
。 

ま
と
め 

展
開 

導
入 

❶ 

     

〇 ❶ 

    

❷ ❶ 

漢
詩
や
漢
文
の
表
現
方
法
が
日
本
語
・
日
本
文
学
に
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る
か
、

こ
の
教
科
書
掲
載
の
漢
詩
の
和
訳
（
一
四
八
ペ
ー
ジ
・
一
五
〇
ペ
ー
ジ
）
も
参
考
に
し
て
、
ま
と
め
て
発
表
す
る
。
知
技 

思
判
表 

主
態 

① 

生
か
さ
れ
て
い
る
点
と
異
な
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
一
つ
ず
つ
例
を
あ
げ
る
。 

② 

あ
げ
ら
れ
た
例
を
分
類
し
て
、
漢
詩
や
漢
文
の
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
、
図
表
に
し
て
ま
と
め
、
発
表
す
る
。 

 

振
り
返
り
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。 

漢
詩
ら
し
い
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
る
。
知
技 

① 

こ
の
単
元
の
漢
詩
か
ら
、
漢
詩
ら
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
句
も
し
く
聯
を
一
つ
選
ぶ
。 

② 

選
ば
れ
た
句
（
聯
）
に
つ
い
て
、
な
ぜ
漢
詩
ら
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
の
か
、
こ
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
和
歌
と
比
較
し

な
が
ら
発
表
し
、
話
し
合
う
。 

 

漢
文
特
有
の
言
い
回
し
や
比
喩
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
る
。
知
技 

① 

こ
の
単
元
の
漢
文
か
ら
、
漢
文
ら
し
い
と
思
わ
れ
る
言
い
回
し
や
比
喩
を
一
つ
選
ぶ
。 

② 

選
ば
れ
た
言
い
回
し
や
比
喩
の
中
に
現
代
日
本
語
の
実
用
文
や
論
説
文
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
か
、
話
し
合
う
。 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
と
振
り
返
り
シ
ー
ト
を
配
布
す
る
。 

活
動
の
目
的
を
説
明
す
る
。 


